
第 18 期 令和 2 年度 特定⾮営利法⼈ 栄養改善学会 第 1 回 関東・甲信越⽀部会 幹事会 
 
⽇ 時 2020 年 9 ⽉ 4 ⽇（⾦） 10：30〜12：00 
場 所 Zoom オンラインミーティング 
参加者  ⽀部⻑ ⽊村典代、副⽀部⻑ 荒井裕介 

幹 事 荒⽥玲⼦、堀端薫、⾚松利恵、⼩澤啓⼦、⿊⾕佳代、鈴⽊志保⼦、 
斎藤トシ⼦、古閑美奈⼦、稲⼭貴代 
監 事 笠岡（坪⼭）宜代、⽥中弘之  
⽋席者：提ちはる 

議事録 1. 第 18・19 期の役員について 
新しく幹事に就任した⽅もいることから、資料掲載の順番で⾃⼰紹介を⾏った。 
2. 第 17 期（令和元年度）事業及び会計報告 
⽊村⽀部⻑より、資料に基づき事業及び会計報告が⾏われた（メール審議済み）。会計報告では、本部
事業費と⽀部事業費の使⽤⽤途も含めて説明があった。 
3. 第 18 期（令和 2 年度）事業計画について 
  (1)第 7 回学術総会について 
⿊⾕担当幹事より資料に基づき次の説明があり、承認された。 
・17 期実施予定であった企画を 21 年 2 ⽉（予定）に延期して実施する。学術総会⻑は瀧本秀美先
⽣、事務局⻑は⿊⾕幹事とする。 
・オンライン開催（オンデマンド配信）とする。演題発表（ポスター）もオンラインで開催する。2 週
間から 1 ヶ⽉程度の期間公開する。公開場所（HP）は業者と相談しているところである。より多くの
⽅に参加してもらえるよう、関⼼の⾼いテーマや内容を検討した。 
・講演等に当たっては、著作権、肖像権に配慮した開催できるように検討する。 
・栄養⼠会⽣涯学習単位認定が出来るよう準備をしている。 
 (2)市⺠公開講座（茨城）について 
荒⽥担当幹事より資料に基づき次の説明があり、承認された。 
・20 年 10 ⽉開催予定だったものを、21 年 6 ⽉に延期して⾏う。テーマは「正しい⾷⽣活を考えよ
う」とする。 
・対⾯の場合は⼀般市⺠ 50 名を予定し、コロナウィルス感染が懸念される場合は予めビデオ撮影し期
間を決めて配信する予定。 
栄養⼠会と⼀緒に⾏う場合が多いことから、多くの⽅が視聴できるような⼯夫を検討してはどうかと
意⾒があった。 
 (3)実践栄養学研究セミナーについて 
⼩澤担当幹事より資料に基づき次の説明があり、承認された。 
・セミナーは、現場の⽅向けで⾃分の仕事を⾒える化し、1 年後に演題発表できるようにすることを⽬
指す内容とする。 
・募集⼈員は 15 名とする。1 回⽬は広く参加者を募集する。 
・1 回⽬はオンライン開催とし、2 回⽬以降は対⾯を予定している。 
チューター候補者は幹事から 1 名ずつ紹介いただくことになった。またチューターへ委嘱状などを発
⾏すると、社会活動業績として残せるのではないかという意⾒があり、事務局で委嘱状を発⾏するこ
とになった。 
4. 第 19 期（令和 3 年度）事業計画について 



学術総会は、⽀部⻑と開催候補地の幹事が個別に相談することになった。市⺠公開講座は学術総会と
併催を検討することになった。実践栄養学研究セミナーは 18 期から継続して⾏う。 
5． 第 68 回学術総会（関東・甲信越⽀部会担当）について 
関東・甲信越⽀部会が担当である 2021 年の第 68 回学術総会は、誌上開催による演題発表を⾏うこと
になった。実施にあたり、⽀部会幹事へ協⼒の依頼があった。 
6. ⽀部⻑会議報告等 
⽊村⽀部⻑より 8 ⽉ 30 ⽇に⾏われた⽀部⻑会議の報告があった。会員増に向けて、周りの⼈に⼊会を
呼びかけてほしいと依頼があった。 
7. その他 
Web 開催となり例年と収⽀が異なる可能性があることから、18 期予算検討のため、各事業の収⽀予定
を確認することになった。 
                              以上 
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